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0.00～5.35m間は、ノンコアで粘土
化した花崗斑岩である。

- - -

5.35～10.80m間で粘土化が著しい花
崗斑岩が認められる。
低角のシーティングと思われる割れ
目が4～5本/mで分布し、リモナイト
が濃集し褐色を示す（水みち）。

10.30～11.00m間ではマサ化が認め
られる。

茶

褐

10.80～30.00m間で溶脱の著しい風
化花崗斑岩が認められる。

14.20～14.75m間でマサ化が認めら
れる。

16.20～16.60m間の高角割れ目の周
囲でマサ化（粘土多い）が認められ
る。

18.18～18.50m間の高角割れ目の周
囲でマサ化（粘土多い）が認められ
る。
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22.56mで淡黄色の断層ガウジ（幅1c
m）が認められ、条線の発達も認め
られる。

23.90mに風化の弱い礫が認められる。
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上位より連続する風化花崗岩が認め
られる。
25.30～25.66m間で風化のシーティ
ング間に風化残りの層が認められる。

28.23～28.98m間で平行な節理が認
められる。
28.50m～風化残り層が認められる。

29.30～29.50mでマサ化が認められ
る。
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